檄
逆風突破！　組織を固め、全力で走り抜こう
　明日、第46回総選挙が公示され、12日間の選挙戦本番がスタートする。連合は、本日までに、政策協定を締結した民主党の候補者など242人の推薦を決定した。民主党政権の維持をかけ、総力を挙げた取り組みを積み上げよう。
　各政党の選挙公約が出そろった。
民主党は、「働くことを軸とする安心社会を実現する」とし、「共生社会」「働く人が豊かさと幸せを実感できる社会」「格差を是正し、誰にも『居場所』と『出番』のある社会」を掲げている。各論では公正・公平なワークルールのもとでの雇用の安定、若年者雇用の促進、非正規雇用問題への取り組み、男女共同参画社会の実現など、具体的な政策を盛り込み、政権与党として実現可能性を考えた堅実な政策となっており、連合の政策・制度要求と一致する部分が多い。
一方、自民党は、「働くこと」にほとんど触れておらず、自助努力と自己責任を基本とし、旧態依然の政策が羅列されている。超少子高齢社会を支えるための社会保障より公共投資を優先する「時代遅れ」の姿勢や、国防軍の保持といった右傾化政策が目立つ。
いわゆる第三極は、政策の一致より、選挙のためだけの合流を優先したともいえる動きが目立つ。重要政策についてのブレがみられるとともに、漠然とした内容で全体の整合性や実現可能性など政権を視野に入れた公約とは言い難い。特に、日本維新の会は、解雇規制の緩和など格差拡大と社会の劣化を招きかねない政策を打ち出している。
この選挙では、次の4年間で日本再生を具体的にどう前に進めるかが問われている。働く者、生活者の目線を大事にして、連合の政策を確実に実現できるのは、民主党しかない。
　連合の推薦候補者は、各地で逆風に立ち向かい厳しい闘いを勝ち抜かなければならない。いまわれわれにできることは、第一に、組織内を固め、組合員・家族・知人・友人に連合推薦候補者への支持を再度訴えることであり、第二に、街頭や駅頭での推薦候補者への支援活動を強めるとともに、われわれの未来のために「投票にいこう！」と呼びかけることである。
　逆風だからこそ、労働組合は結束力を強め、職場で、地域で頑張り抜くことが必要だ。12月16日までの一人ひとりの行動の積み重ねが逆風突破の力になる。全力で走り抜こう。
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